
小麦「パンドウワセ」の追肥条件

1．試験のねらい

　小麦「バンドウワセ」は耐倒伏性が大きく、作りやすい晶種であるが、生育後半に窒素肥料切れ

による減収が起こりやすい。このため追肥効果の高い施用時期と追肥可否の生育診断基準を策定す

る。

2．試験方法

　平成3～5年度に追肥時期を茎立期及び茎立後20日に行ったものにっいて、追肥前の生育形質と

無追肥区に対する収量比との関係を調査した。

　試験は農試水田（厚層多腐植質多湿黒ボク土）水稲跡において行った。

3．試験結果およぴ考察

（1）3月中下旬頃の茎立期追肥は収量でアール当り45kg以上が期待でき、しかも収量増加率（収

　量比）カ塙く、遅れ穂の発生が少なく、また粗蛋白含量の増加もあまりみられない（表一1）。

（2）茎立期20日後の追肥は収量増加率はやや高いが、収量が不安定で、遅れ穂の発生も多く、ま

　　た粗蛋白含量もやや高くなりやすい（表一1）。

（3）本晶種は耐倒伏性が高いため、収量増加率を追肥の判断基準にすると、茎立期における各形質

　　と収量比との相関は葉色との間にみられ、葉緑素計値で46．5を越すと増収効果は見られない’

　　（表一2、図一1）。

　　以上のことから水稲跡の小麦「バンドウワセ」の追肥の施用時期は、追肥効果の高い茎立期と

　　し、追肥は葉色値（葉緑素計値）が46以下の場合に行うのが適当と考えられる。

4．成果の要約

　　黒ボク土における水稲跡小麦「バンドウワセ」についての追肥時期と追肥可否の判定基準を策定

　した。追肥時期は茎立期に行うことにより，晶質が安定し増収効果が高い。その判定基準は葉色値

が46以下である。

　　　　　　　　　（担当者作物部倉井耕一・木村守讐）　x現今市農業改良普及センター
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［具体的データ］

表一1茎立期および茎立期20日後の追肥と諸形質

収量比％　　　遅禰嚢給％

無追肥茎立期同畑後麹期同畑後無追肥茎立鯛同20日後無遭肥麹期同2D日後

区数

一平均瞳

最大瞳。

最』値

8　　8　　9　　　8　　9
37，0　　55，5　　49．7　　　156．8　　130，9

53，5　　68■6　　67．7　　　204，2　　16＆1

26，2　　44－8　　349　　　98，4　　87，0

28，4　　12，4　　20，9　　　25－8　　20二〇
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6．9

0－0

93．2

8　　9　　　8　　8　　9
2，5　　12－7　　　　＆6　　　9．0　　　9．6

6－0　　36．3　　　　9．0　　　9，9　　10．5

0．5　　　0．0　　　　8．O　　　＆7　　　＆8

80，7　　31－2　　　　3二9　　　4．1　　　5－9

注1．1区面闘坪成3，4年戯溺㎡5年勤泌㎡である。

注2．収量比‘湿棄重の無追肥こ刻する割合（％）を示すら

注3．追肥劃坦OアーノL当り窒素成分で平成3年度は3㎏4年度は3および5㎏5年度は4㎏

表一2　茎立期における諸形質と収量、晶質等との相関
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図一1　茎立期における葉色と収量比との関係
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